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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】日除け本体の開閉の操作性が向上し、どの長さ
に設定するかについて日除け本体の位置決めが容易な日
除けを提供する。
【解決手段】第一ロープガイドユニット２７及び第二ロ
ープガイドユニット２８が離間して設けられた上レール
２０と、上レール２０から一定距離だけ離間可能に、上
レール２０の下方に設けられた下レール３０と、上レー
ル２０の内部に設けられて、規制ユニット及び伝動ユニ
ットを含む自動巻取り装置５０と、上レール２０と下レ
ール３０との間に設けられて、日除け部材４１及びロー
プ対４２を備え、自動巻取り装置５０と連結している日
除け部材４０と、を有する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　第一ロープガイドユニット２７及び第二ロープガイドユニット２８が離間して設けられ
た上レール２０と、
前記上レール２０から一定距離だけ離間可能に、前記上レール２０の下方に設けられた下
レール３０と、
前記上レール２０の内部に設けられて、規制ユニット５１及び伝動ユニット５２を含む自
動巻取り装置５０と、
前記上レール２０と前記下レール３０との間に設けられて、日除け部材４１及びロープ対
４２を備え、前記自動巻取り装置５０と連結している日除け部材４０と、を有する構成と
したこと
を特徴とする日除け。
【請求項２】
　前記自動巻取り装置５０の伝動ユニット５２は、弾性子５５を含むことを特徴とする請
求項１に記載の日除け。
【請求項３】
　前記弾性子５５は、略Ｓ字形を呈する片状バネであることを特徴とする請求項２に記載
の日除け。
【請求項４】
　前記伝動ユニット５２は、第一伝動ローラ５３と第二伝動ローラ５４とを含み、前記弾
性子５５の両端が前記第一伝動ローラ５３及び前記第二伝動ローラ５４とそれぞれ連接し
ていることを特徴とする請求項３に記載の日除け。
【請求項５】
　前記第一伝動ローラ５３の上方には突出部５３１が設けられており、前記突出部５３１
には、第一係止溝５３２と第二係止溝５３２１とが対向して設けられており、前記第一伝
動ローラ５３の中段には環状溝部５３４が設けられており、前記第二伝動ローラ５４の中
段には、前記第一伝動ローラ５３に対応している環状溝部５４２が設けられていることを
特徴とする請求項４に記載の日除け。
【請求項６】
　前記第一伝動ローラは、第一係止溝及び第二係止溝によって構成される二層構造である
ことを特徴とする請求項４に記載の日除け。
【請求項７】
　前記自動巻取り装置５０と連結している前記ロープ対４２は、ダブルロープ対４２ａで
あることを特徴とする請求項１に記載の日除け。
【請求項８】
　前記規制ユニット５１は、少なくとも、一つの上押え板５１１と、一つの下押え板５１
２と、一つの規制体５１３と、を含むことを特徴とする請求項１に記載の日除け。
【請求項９】
　前記上押え板５１１と前記下押え板５１２との間には、第一ロッド部５１４と、第二ロ
ッド部５１４１と、第三ロッド部５１４２と、が枢着されており、前記上押え板５１１の
両側辺の上には、前記第一ロッド部５１４と第三ロッド部５１４２とにそれぞれ枢着され
ている、第一ローラ５１６と、第二ローラ５１６１と、が設けられていることを特徴とす
る請求項８に記載の日除け。
【請求項１０】
　前記第一ローラ５１６と第二ローラ５１６１とは、多数のローラユニット５１６２であ
ることを特徴とする請求項９に記載の日除け。
【請求項１１】
　前記上レール２０の底部には、前記第一ロープガイドユニット２７及び前記第二ロープ
ガイドユニット２８を係止する貫通孔が開設されていることを特徴とする請求項１に記載
の日除け。
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【請求項１２】
　前記貫通孔の数量は一つ以上であることを特徴とする請求項１１に記載の日除け。
【請求項１３】
　前記第一ロープガイドユニット２７の底端には、中央に第一ロープ貫入穴２７２が開設
された伸縮係りブロック２７１が形成され、前記第二ロープガイドユニット２８の底端に
は、中央に第二ロープ貫入穴２８２が開設された伸縮係りブロック２８１が形成されてい
ることを特徴とする請求項１１に記載の日除け。
【請求項１４】
　前記第一ロープガイドユニット２７と前記第二ロープガイドユニット２８とは、高さが
異なるロープガイドロッド２９１、２９２を有するロープガイドユニット２９であること
を特徴とする請求項１１に記載の日除け。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、日除けに関し、特に操作用ロープのない日除けに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より市販されている各種の日除け（例えば巻上げブラインドやシャッターなど）は
、窓などに設置され、これにより、陽光が遮蔽できるとともに、窓などを装飾することが
できるようになっている。そして日除け本体を開閉するために、一般的には日除けの両側
には、操作用ロープを巻き付けるロープ巻付ローラが多数設けられている。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来の日除けは、前記ロープ巻付ローラが上レールの内部のガイド溝に
設けられ、複数組の操作用ロープが前記ロープ巻付ローラに巻付けられており、また、複
数組の操作用ロープの前記ロープ巻付ローラへの巻付方式は複雑で規則性がなく、そのた
めに日除け本体の開閉を効率よく制御することができないという欠点があった。
【０００４】
　本考案の主な目的は、自動巻取り装置を利用することにより、日除け本体の開閉の操作
性が向上し、そして日除け本体をどの長さに設定するかについて日除け本体の位置決めが
容易な日除けを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案の請求項１に記載の日除けによると、第一ロープガイドユニット２７及び第二ロ
ープガイドユニット２８が離間して設けられた上レール２０と、前記上レール２０から一
定距離だけ離間可能に、前記上レール２０の下方に設けられた下レール３０と、前記上レ
ール２０の内部に設けられて、規制ユニット５１及び伝動ユニット５２を含む自動巻取り
装置５０と、前記上レール２０と前記下レール３０との間に設けられて、日除け部材４１
及びロープ対４２を備え、前記自動巻取り装置５０と連結している日除け部材４０と、を
有する構成としたことを特徴とする日除けである。
【０００６】
　本考案の請求項２に記載の日除けによると、前記自動巻取り装置５０の伝動ユニット５
２は、弾性子５５を含む。
　本考案の請求項３に記載の日除けによると、前記弾性子５５は、略Ｓ字形を呈する片状
バネである。
【０００７】
　本考案の請求項４に記載の日除けによると、前記伝動ユニット５２は、第一伝動ローラ
５３と第二伝動ローラ５４とを含み、前記弾性子５５の両端が前記第一伝動ローラ５３及
び前記第二伝動ローラ５４とそれぞれ連接している。
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【０００８】
　本考案の請求項５に記載の日除けによると、前記第一伝動ローラ５３の上方には突出部
５３１が設けられており、前記突出部５３１には、第一係止溝５３２と第二係止溝５３２
１とが対向して設けられており、前記第一伝動ローラ５３の中段には環状溝部５３４が設
けられており、前記第二伝動ローラ５４の中段には、前記第一伝動ローラ５３に対応して
いる環状溝部５４２が設けられている。
【０００９】
　本考案の請求項６に記載の日除けによると、前記第一伝動ローラは、第一係止溝及び第
二係止溝によって構成される二層構造である。
　本考案の請求項７に記載の日除けによると、前記自動巻取り装置５０と連結している前
記ロープ対４２は、ダブルロープ対４２ａである。
【００１０】
　本考案の請求項８に記載の日除けによると、前記規制ユニット５１は、少なくとも、一
つの上押え板５１１と、一つの下押え板５１２と、一つの規制体５１３と、を含む。
　本考案の請求項９に記載の日除けによると、前記上押え板５１１と前記下押え板５１２
との間には、第一ロッド部５１４と、第二ロッド部５１４１と、第三ロッド部５１４２と
、が枢着されており、前記上押え板５１１の両側辺の上には、前記第一ロッド部５１４と
第三ロッド部５１４２とにそれぞれ枢着されている、第一ローラ５１６と、第二ローラ５
１６１と、が設けられている。
【００１１】
　本考案の請求項１０に記載の日除けによると、前記第一ローラ５１６と第二ローラ５１
６１とは、多数のローラユニット５１６２である。
　本考案の請求項１１に記載の日除けによると、前記上レール２０の底部には、前記第一
ロープガイドユニット２７及び前記第二ロープガイドユニット２８を係止する貫通孔が開
設されている。
【００１２】
　本考案の請求項１２に記載の日除けによると、前記貫通孔の数量は一つ以上である。
　本考案の請求項１３に記載の日除けによると、前記第一ロープガイドユニット２７の底
端には、中央に第一ロープ貫入穴２７２が開設された伸縮係りブロック２７１が形成され
、前記第二ロープガイドユニット２８の底端には、中央に第二ロープ貫入穴２８２が開設
された伸縮係りブロック２８１が形成されている。
　本考案の請求項１４に記載の日除けによると、前記第一ロープガイドユニット２７と前
記第二ロープガイドユニット２８とは、高さが異なるロープガイドロッド２９１、２９２
を有するロープガイドユニット２９である。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案の日除けによれば、次のような効果がある。
（１）自動巻取り装置を利用することにより、日除け本体の開閉の操作性が向上する。
（２）より大きい寸法で二組のロープ対を有するカーテンに適用可能であり、自動巻取り
装置と連結しているダブルロープ対は、それぞれ規制ユニットの第一伝動ローラの第一係
止溝と第二係止溝とに係止されて、上押え板の両側に設けられたローラユニットを巻付け
て、高さが異なるロープガイドユニットを巻付けて、日除け部材と連結するので、ダブル
ロープ対は絡み合うことがなくなる。
（３）ユーザは手で下レールを持ち上げ又は引っ張るだけで日除け本体の開閉操作を容易
に行うことができるので、従来のような操作用ロープによる操作が不要となる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本考案の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　まず、図１乃至図３を参照して第１実施形態について説明する。本考案に係る日除け１
０は、条状を呈し、溝２１を有する上レール２０と、上レール２０から一定距離だけ離間
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可能に、上レール１０の下方に設けられている下レール３０と、上レール２０と下レール
３０との間に嵌め設けられている日除け本体４０と、上レール２０の溝２１に設けられて
いる自動巻取り装置５０と、を含む。
　上レール２０は、条状を呈し、内部に溝２１が形成されており、溝２１の両側に固定部
材２２、２３がそれぞれ設けられ、底部の両側にはガイド溝２４１を有し互いに対応して
いる係止エッジ２４が設けられている。上レール２０には貫通孔が複数箇所に離間して開
設されており、本実施形態では、図１に示すように、前記貫通孔は、その数量は一つ以上
としている。すなわち、第一貫通孔２５と第二貫通孔２６とを有し、第一貫通孔２５と第
二貫通孔２６とには、ロープガイドロッド２７０を有する第一ロープガイドユニット２７
と、ロープガイドロッド２８０を有する第二ロープガイドユニット２８と、がそれぞれ離
間して嵌め設けられている。
【００１５】
　図４に示すように、第一ロープガイドユニット２７の底端には、中央に第一ロープ貫入
穴２７２が開設された伸縮係りブロック２７１が形成されており、また、図５に示すよう
に、第二ロープガイドユニット２８の底端には、中央に第二ロープ貫入穴２８２が開設さ
れた伸縮係りブロック２８１が形成されている。第一ロープ４２１は第一ロープ貫入穴２
７２を挿通してロープガイドロッド２７０と連結しロープガイドロッド２７０により制御
可能とされており、第二ロープ４２２は第二ロープ貫入穴２８２を挿通してロープガイド
ロッド２８０と連結しロープガイドロッド２８０により制御可能とされている。
【００１６】
　なお、第２実施形態として、上記貫通孔は、図８及び図９に示すように、第一貫通孔２
５１と、第二貫通孔２５２と、第三貫通孔２６１と、第四貫通孔２６２と、のように四つ
の貫通孔として設けてもよく、これらの貫通孔には、高さが異なるロープガイドロッド２
９１、２９２を有するロープガイドユニット２９が組み付けられている。より大きい寸法
の日除け１０ａの場合には、図９及び図１０に示すように、第一係止溝５３２ａと第二係
止溝５３２１ａとによる二層構造とした第一伝動ローラ５３ａとし、両側にあるダブルロ
ープ対４２ａは、それぞれ規制ユニット５１ａの第一伝動ローラ５３ａの第一係止溝５３
２ａと第二係止溝５３２１ａとに係止されて、上押え板５１１の両側に設けられたローラ
ユニット５１６２を巻付けて、高さが異なるロープガイドユニット２９１、２９２を巻付
けて、日除け部材４１と連結する。これにより、ロープ対が一組（シングル）の場合のみ
ならず、二組（ダブル）の場合であっても、このダブルロープ対４２ａは絡み合うことが
なくなる。なお、本考案において、ロープ対は、前記の一組の場合や二組の場合に限定さ
れるものではない。
【００１７】
　下レール３０は、上レール２０から一定距離だけ離間されるように、上レール１０の下
方に設けられており、上端にはガイド溝３１１に対応している係止エッジ３１が設けられ
ており、両側には嵌め固定体３２、３３が設けられている。
【００１８】
　日除け本体４０は、日除け部材４１と、第一ロープ４２１及び第二ロープ４２２を有す
るロープ対４２とを有し、上レール２０と下レール３０との間に設けられている。本第１
実施形態では、日除け部材４１の両端には、上下レール２０、３０のガイド溝２４１、３
１１に別々に嵌め込まれる、第一連接片４１１と第二連接片４１２とがそれぞれ設けられ
ており、第一ロープ４２１は、一端４２１１が自動巻取り装置５０と連接して第一ローラ
５１６を経由しており、他端４２１２が第一ロープガイドユニット２７を巻付けて上レー
ル２０の第一貫通孔２５を貫入して日除け部材４１と連接している。同様に、第二ロープ
４２２は、一端４２２１が自動巻取り装置５０と連接して第二ローラ５１６１を経由して
おり、他端４２２２が第二ロープガイドユニット２８を巻付けて上レール２０の第二貫通
孔２６を貫入して日除け部材４１と連接している。
【００１９】
　図２に示すように、自動巻取り装置５０は、上レール２０の溝２１内に設けられており
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、規制ユニット５１及び伝動ユニット５２を含み、伝動ユニット５２は、第一伝動ローラ
５３と、第二伝動ローラ５４と、弾性子５５と、を含む。
【００２０】
　規制ユニット５１は、少なくとも、上押え板５１１と、下押え板５１２と、規制体５１
３と、を含み、上押え板５１１と下押え板５１２との間には、第一ロッド部５１４と、第
二ロッド部５１４１と、第三ロッド部５１４２と、が枢着されており、上押え板５１１の
両側辺の上には、第一ロッド部５１４と第三ロッド部５１４２とにそれぞれ枢着されてい
る、第一ローラ５１６と、第二ローラ５１６１と、が設けられており、締付子５１７（例
えばネジなど）が、それぞれ第一ローラ５１６と第二ローラ５１６１とを挿通して、第一
ロッド部５１４と第三ロッド部５１４２との内ねじ穴５１５、５１５２にねじ込まれてい
る。
　規制体５１３は、上押え板５１１の中央に開設された貫通孔５１０の上に設けられてお
り、規制体５１３の底部には、貫通孔５１３２が開設されたパッキン５１３１が設けられ
ており、パッキン５１３１により、規制体５１３の伝動ユニット５２への締付が更に強固
になる。
【００２１】
　伝動ユニット５２は、上下押え板５１１、５１２の間に組み付けられており、第一伝動
ローラ５３と、第二伝動ローラ５４と、弾性子５５と、を含む。第一伝動ローラ５３の上
には凹部を有する突出部５３１が延びており、突出部５３１の両側には第一係止溝５３２
と第二係止溝５３２１とが対向して設けられ、内部に貫通孔５３３が開設されており、下
押え板５１２に固定された第二ロッド部５１４１が貫通孔５３３に貫入されている。第一
伝動ローラ５３の周面の中段には環状溝部５３４が設けられている。第二伝動ローラ５４
は、下押え板５１２に固定された第一ロッド部５１４が第二伝動ローラ５４の中央に開設
された穴５４１に貫入されている。弾性子５５は、一例として略Ｓ字形を呈する片状バネ
であってもよく、前記片状バネの両端は、第一伝動ローラ５３の環状溝部５３４と、第二
伝動ローラ５４の環状溝部５４２と、にそれぞれ連接されている。
【００２２】
　図６及び図７に示すように、本考案に係る日除け１０の組立方法は、上レール２０の溝
２１に自動巻取り装置５０を設けて、第一ロープ４２１は、一端４２１１を第一係止溝５
３２（図２参照）に挿通して係止し、他端４２１２を第一ローラ５１６（図２参照）に巻
付けて第一ロープガイドユニット２７を経由して日除け部材４１と連結する。同様に、第
二ロープ４２２は、一端４２２１を第二係止溝５３２１に挿通して係止し、他端４２２２
を第二ローラ５１６１に巻付けて第二ロープガイドユニット２８を経由して日除け部材４
１と連結させる。また、本考案に係る日除け１０を開閉しようとする場合には、ユーザは
手で下レール３０を持ち上げ又は引っ張ればよく、このとき、上レール２０の溝２１に設
けられた自動巻取り装置５０は、伝動ユニット５２の第一伝動ローラ５３及び第二伝動ロ
ーラ５４内に設けられた弾性子５５の伸縮により、日除け本体４０を閉じる場合には、第
一、第二ロープ４２１、４２２は、それぞれ第一、第二ロープガイドユニット２７、２８
と第一、第二ローラ５１６、５１６１とを経由して、突出部５３１の周縁に反時計方向に
沿って巻き付けられて、日除け本体４１が閉じ状態になる。一方、日除け本体４０を展開
しようとする場合には、巻き取られた第一、第二ロープ４２１、４２２を時計方向に緩め
、このとき、日除け本体４１が展開された状態になる。なお、日除け本体４０が展開して
いるときには、錘となる下レール３０により、展開された日除け本体４０は閉じることが
なく、日除け１０を有効に制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本考案の第１実施形態の日除けの分解斜視図である。
【図２】本考案の第１実施形態の日除けに係る自動巻取り装置の分解斜視図である。
【図３】本考案の第１実施形態の日除けに係る自動巻取り装置の組合せ状態を示す斜視図
である。
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【図４】本考案に係るロープガイド溝及び上レールの嵌合状態を示す断面図である。
【図５】本考案に係るロープガイド溝の下面図である。
【図６】本考案に係る日除け部材が展開されている状態を示す外観斜視図である。
【図７】本考案の第１実施形態の日除けに係る自動巻取り装置、第一ロープ及び第二ロー
プが巻取られた状態を示す上面図である。
【図８】本考案に係る自動巻取り装置の第２実施形態の日除けの分解斜視図である。
【図９】図８における日除けに係る自動巻取り装置、第一ロープ及び第二ロープの組み付
けられた状態を示す上面図である。
【図１０】図８における日除けに係る自動巻取り装置、第一ロープ及び第二ロープが巻取
られた状態を示す概略図である。
【符号の説明】
【００２４】
１０　　　　日除け
１０ａ　　　日除け
２０　　　　上レール
２１　　　　溝
２２、２３　固定部材
２４　　　　係止エッジ
２５　　　　第一貫通孔（貫通孔）
２６　　　　第二貫通孔（貫通孔）
２７　　　　第一ロープガイドユニット
２８　　　　第二ロープガイドユニット
２９　　　　ロープガイドユニット
３０　　　　下レール
３２、３３　嵌め固定体
４０　　　　日除け本体
４１　　　　日除け部材
４２　　　　ロープ対
４２ａ　　　ダブルロープ対
５０　　　　自動巻取り装置
５１　　　　規制ユニット
５１ａ　　　規制ユニット
５２　　　　伝動ユニット
５３　　　　第一伝動ローラ
５３ａ　　　第一伝動ローラ
５４　　　　第二伝動ローラ
５５　　　　弾性子
２４１　　　ガイド溝
２５１　　　第一貫通孔
２５２　　　第二貫通孔
２６１　　　第三貫通孔
２６２　　　第四貫通孔
２７０、２８０　ロープガイドロッド
２７１、２８１　伸縮係りブロック
２７２　　　第一ロープ貫入穴
２８２　　　第二ロープ貫入穴
２９１、２９２　ロープガイドロッド
３１１　　　ガイド溝
４１１　　　第一連接片
４１２　　　第二連接片
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４２１　　　第一ロープ
４２２　　　第二ロープ
５１１　　　上押え板
５１２　　　下押え板
５１３　　　規制体
５１４　　　第一ロッド部
５１５、５１５１、５１５２　内ねじ穴
５１６　　　第一ローラ
５１７　　　締付子
５３１　　　突出部
５３２　　　第一係止溝
５３２ａ　　第一係止溝
５３３　　　貫通孔
５３４　　　環状溝部
５４１　　　穴
５４２　　　環状溝部
４２１１　　第一ロープの一端
４２１２　　第一ロープの他端
４２２１　　第二ロープの一端
４２２２　　第二ロープの他端
５１３１　　パッキン
５１３２　　貫通孔
５１４１　　第二ロッド部
５１４２　　第三ロッド部
５１６１　　第二ローラ
５１６２　　ローラユニット
５３２１　　第二係止溝
５３２１ａ　第二係止溝
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